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EnOcean は 2002年よりエネルギーハーベスティング無線スイッチ及びセンサモジュールを提供

し、ビルオートメーション等に幅広く活用され 100 万棟以上のビルに設置され使用され、日本市

場での導入も進んでいます。EnOcean のエネルギーハーベスティング無線通信は ISO/IEC

14543-10/11 として国際標準規格として承認され、またプロトコルは EnOcean アライアンスにて

一元的に管理され、相互互換性が確保されています。

IoT の世界の到来により、2020 年には 300 億個のセンサ*1が 2032 年には 50兆個のセンサ*2が常

時インターネットに接続されるとも言われています。このような数量のセンサへの電源は今まで

通りの配線による電源供給や電池を利用する他に、エネルギーハーベスティング方式によるセン

サも増え、エネルギーハーベスティング無線センサ市場は大きく拡大するものと予測されます。

本講演では EnOcean のエネルギーハーベスティング無線スイッチ・センサとして、運動エネル

ギーによる電磁誘導、(室内照明など)光によるソーラーセル発電及び室内と温水の温度差発電に

よる 3 種類によるものがあり、具体的にどのようなセンサがあり、どのように活用にされている

かを説明いたします。

*1 source: Gartner 2014 *2 source: Tsensor Summit Oct 2013
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